
(57)【要約】

【課題】放射線の線量を広域に検出できる放射線検出器

を提供する。

【解決手段】放射線検出器は、円筒状に形成され、内部

に電離ガスが封入された陰極１０と、陰極内部に収容さ

れ、その陰極の中心軸に沿って延出して設けられた陽極

２０と、陰極および陽極を収容した外側ケース３０と、

を備えている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 内 部 に 電 離 ガ ス が 封 入 さ れ た 陰 極 と 、
　 前 記 陰 極 内 部 に 収 容 さ れ 、 そ の 陰 極 の 中 心 軸 に 沿 っ て 延 出 し て 設 け ら れ た 陽 極 と 、
　 前 記 陰 極 お よ び 陽 極 を 収 容 し た 外 側 ケ ー ス と 、 を 備 え て い る 放 射 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 陰 極 に 負 の 電 圧 を 与 え る 電 源 部 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 陽 極 は ０ ボ ル ト 電 位 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 放 射 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 電 源 部 は 、 入 射 さ れ る 放 射 線 の 線 量 が 多 い 場 合 に 負 の 第 １ 電 圧 を 与 え 、 入 射 さ れ る
放 射 線 の 線 量 が 少 な い 場 合 に 前 記 第 １ 電 圧 よ り 電 圧 の 低 い 負 の 第 ２ 電 圧 を 与 え る 請 求 項 ２
に 記 載 の 放 射 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 外 側 ケ ー ス は 接 地 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 放 射 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 離 ガ ス は 、 希 ガ ス を ベ ー ス と し た そ の 希 ガ ス お よ び 二 酸 化 炭 素 ガ ス の 混 合 ガ ス か
ら な る 請 求 項 １ に 記 載 の 放 射 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 希 ガ ス は ア ル ゴ ン ガ ス で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 放 射 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 外 側 ケ ー ス は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 陽 極 を 中 心 軸 と し て 前 記 陰 極 と 同 軸 的 に 設
け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 放 射 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 陰 極 は 、 両 端 が 閉 塞 さ れ 、 こ の 陰 極 内 部 と 前 記 外 側 ケ ー ス 内 部 と を 通 気 す る 通 気 孔
を 具 備 し 、
　 前 記 外 側 ケ ー ス は 、 両 端 が 閉 塞 さ れ 、 こ の 外 側 ケ ー ス 内 部 お よ び 前 記 陰 極 内 部 の 雰 囲 気
を 排 気 し 、 こ の 外 側 ケ ー ス 内 部 お よ び 前 記 陰 極 内 部 に 前 記 電 離 ガ ス を 封 入 す る 排 気 口 を 備
え 、
　 前 記 排 気 口 は 封 止 切 り さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 放 射 線 検 出 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 放 射 線 検 出 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 放 射 線 検 出 器 は 、 加 速 器 施 設 等 に 設 け ら れ 、 施 設 内 部 の 放 射 線 漏 れ を 監 視 す る た め に 用
い ら れ て い る 。 加 速 器 施 設 に お い て 、 陽 子 、 電 子 等 の 粒 子 が 、 軌 道 か ら 外 れ て し ま う 場 合
が あ る 。 こ の 場 合 、 放 射 線 検 出 器 は 、 軌 道 か ら 外 れ た 、 即 ち ロ ス し た ビ ー ム を 検 出 す る た
め に 用 い ら れ 、 調 整 等 の 作 業 の 指 針 を 与 え る 等 の 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 ロ ス し た ビ ー ム を 検 出 す る 場 合 、 ロ ス ビ ー ム に よ る 放 射 線 は 比 較 的 線 量 が 大 き
い た め 、 放 射 線 検 出 器 と し て は 電 離 箱 が 使 用 さ れ る 。 電 離 箱 は 、 例 え ば 板 状 の 陽 極 及 び 陰
極 と 、 そ れ ら を 内 蔵 し 、 内 部 に キ セ ノ ン ガ ス な ど の 電 離 ガ ス を 封 入 し て 内 部 を 気 密 状 態 に
維 持 し た 容 器 と 、 を 有 し て い る 。 ま た 、 使 用 時 に は 、 陽 極 、 陰 極 間 に 電 圧 を 印 加 す る と 共
に 、 こ こ に 流 れ る 電 流 を 計 測 す る た め の 電 流 計 が 設 置 さ れ る 。 加 速 器 施 設 運 転 時 、 放 射 線
検 出 器 に ロ ス し た ビ ー ム に よ る 放 射 線 が 入 射 さ れ た 場 合 、 入 射 さ れ た 放 射 線 に よ り 電 離 ガ
ス は 陽 イ オ ン と 電 子 と に 分 離 し 、 電 子 は 陽 極 に 、 陽 イ オ ン は 陰 極 に 向 か っ て 移 動 す る 。 こ
れ に よ り 、 電 離 電 流 が 流 れ る た め 、 放 射 線 検 出 器 は 、 ロ ス し た ビ ー ム の 有 無 を 検 出 す る こ
と が で き る 。 そ し て 、 ロ ス し た ビ ー ム が 有 っ た 場 合 に は 、 そ の 情 報 を 早 期 に 発 す る こ と が
で き る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ ２ ２ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 放 射 線 検 出 器 は ロ ス し た ビ ー ム の 有 無 の 検 出 は 可 能 で あ る が 、 線 量
が 小 さ い 残 留 放 射 線 を 検 出 す る こ と は 困 難 で あ る 。 従 っ て 、 こ れ ま で 加 速 器 施 設 で は 、 線
量 が 小 さ い 残 留 放 射 線 は 、 ロ ス ビ ー ム 用 の 検 出 器 と は 別 の 検 出 器 で 測 定 を 行 っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 以 上 の 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 放 射 線 の 線 量 を 広 域 に 検 出 で
き 、 ロ ス ビ ー ム に よ る 放 射 線 と 残 留 放 射 線 を １ つ の 検 出 器 で 検 出 で き る 放 射 線 検 出 器 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 態 様 に 係 る 放 射 線 検 出 器 は 、
　 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 内 部 に 電 離 ガ ス が 封 入 さ れ た 陰 極 と 、
　 前 記 陰 極 内 部 に 収 容 さ れ 、 そ の 陰 極 の 中 心 軸 に 沿 っ て 延 出 し て 設 け ら れ た 陽 極 と 、
　 前 記 陰 極 お よ び 陽 極 を 収 容 し た 外 側 ケ ー ス と 、 を 備 え て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 放 射 線 の 線 量 を 広 域 に 検 出 で き る 放 射 線 検 出 器 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら こ の 発 明 に 係 る 放 射 線 検 出 器 を ビ ー ム ロ ス モ ニ タ に 適 用 し た
実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 　
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ は 、 陰 極 １ ０ 、 陽 極 ２ ０ 、 外 側 ケ ー ス
３ ０ 、 絶 縁 部 ４ ０ 、 第 １ コ ネ ク タ ５ ０ 、 第 ２ コ ネ ク タ ６ ０ 、 電 源 部 ７ ０ お よ び 電 流 計 ８ ０
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 陰 極 １ ０ は 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 陰 極 １ ０ の 両 端 は 、 閉 塞 部 １ ３ 、 絶 縁 部 １ ４ お よ
び 導 電 性 を 有 し た 閉 塞 部 １ ５ に よ り 閉 塞 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、
陰 極 １ ０ の 両 端 は 閉 塞 せ ず に 形 成 さ れ て も 良 い 。 こ こ で 、 絶 縁 部 １ ４ は 、 陽 極 ２ ０ を 固 定
す る と と も に 陰 極 １ ０ お よ び 陽 極 間 の 絶 縁 状 態 を 保 つ 機 能 を 有 し て い る 。 陰 極 １ ０ は 、 こ
の 側 面 に 形 成 さ れ た １ つ ま た は 複 数 の 通 気 孔 １ １ を 有 し て い る 。 通 気 孔 １ １ は 、 例 え ば ス
リ ッ ト 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 他 、 陰 極 １ ０ は 絶 縁 性 の 固 定 部 １ ２ を 有 し て い る 。 固 定
部 １ ２ は 陽 極 ２ ０ を 固 定 す る と と も に 陽 極 お よ び 閉 塞 部 １ ５ 間 の 絶 縁 状 態 を 保 つ 機 能 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 陽 極 ２ ０ は 陰 極 １ ０ 内 部 に 収 容 さ れ て い る 。 陽 極 ２ ０ は 陰 極 １ ０ の 中 心 軸 に 沿 っ て 延 出
し て 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 陽 極 ２ ０ の 材 質 は 白 金 （ Ｐ ｔ ） で あ り 、
そ の 形 状 は ワ イ ヤ 状 で あ る 。 通 常 、 陽 極 ２ ０ は ０ ボ ル ト 電 位 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 外 側 ケ ー ス ３ ０ は 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 外 側 ケ ー ス ３ ０ の 両 端 は 、 導 電 性 を 有 し た 閉
塞 部 ３ ３ 、 ３ ４ お よ び 絶 縁 部 ３ ５ 、 ３ ６ に よ り 閉 塞 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 絶 縁 部
３ ５ は 、 外 側 ケ ー ス ３ ０ お よ び 陽 極 ２ ０ 間 の 絶 縁 状 態 を 保 つ 機 能 を 有 し て い る 。 外 側 ケ ー
ス ３ ０ は 陰 極 １ ０ お よ び 陽 極 ２ ０ を 収 容 し て 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、
外 側 ケ ー ス ３ ０ は 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 外 側 ケ ー ス ３ ０ の 端 部 お よ び 陰 極 １ ０ の 端 部
間 に 、 絶 縁 部 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 外 側 ケ ー ス ３ ０ は 陽 極 ２ ０ を 中 心 軸 と し て 陰 極 １ ０
と 同 軸 的 に 設 け ら れ て い る 。 外 側 ケ ー ス ３ ０ は こ の 端 部 に 排 気 口 ３ １ を 有 し て い る 。 排 気
口 ３ １ は 封 止 切 り さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 陰 極 １ ０ 内 部 お よ び 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 に は 電 離 ガ ス と し て 、 希 ガ ス を ベ ー ス と し た 希
ガ ス お よ び 二 酸 化 炭 素 （ Ｃ Ｏ ２ ） ガ ス の 混 合 ガ ス が 封 入 さ れ て い る 。 こ こ で 、 高 放 射 線 場
で も ガ ス が 重 合 さ れ な い ガ ス を 選 定 し て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 希 ガ ス は ア ル ゴ
ン （ Ａ ｒ ） ガ ス で あ る 。 混 合 ガ ス を 封 入 す る 場 合 、 ま ず 、 両 端 が 閉 塞 さ れ た 外 側 ケ ー ス ３
０ 等 を １ ０ ０ ℃ な い し ７ ０ ０ ℃ で ベ ー キ ン グ し 、 排 気 口 ３ １ よ り 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 お よ
び 陰 極 １ ０ 内 部 の 雰 囲 気 を 排 気 す る 。 そ の 後 、 排 気 口 ３ １ よ り 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 に 混 合
ガ ス を 注 入 す る 。 こ れ に よ り 、 混 合 ガ ス は 通 気 孔 １ １ か ら 陰 極 １ ０ 内 部 に も 注 入 さ れ る 。
続 い て 、 排 気 口 ３ １ を 封 止 切 り す る こ と で 混 合 ガ ス の 封 入 が 完 了 す る 。 　
　 こ こ で 、 混 合 ガ ス 中 の 二 酸 化 炭 素 ガ ス の 量 は 、 混 合 ガ ス 全 量 に 対 し １ ０ ％ 以 下 が 好 ま し
い 、 よ り 好 ま し く は ５ ％ 以 下 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ２ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ コ ネ ク タ ５ ０ は 、 絶 縁 部 １ ４ 、 ３ ５ を 貫 通 し た 陽 極 ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る
。 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ ５ ０ は 、 陽 極 ２ ０ と は 独 立 し 、 か つ 、 導 電 部 ３ ７ お よ び 閉 塞 部 ３ ３
を 介 し て 外 側 ケ ー ス ３ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ コ ネ ク タ ６ ０ は 、 絶 縁 部 ３ ６ を 貫 通 し 、 閉 塞 部 １ ５ を 介 し て 陰 極 １ ０ に 電 気 的 に 接
続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ コ ネ ク タ ６ ０ は 、 陰 極 １ ０ と は 独 立 し 、 か つ 、 導 電 部 ３ ８ お よ
び 閉 塞 部 ３ ４ を 介 し て 外 側 ケ ー ス ３ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 電 源 部 ７ ０ は 、 第 ２ コ ネ ク タ ６ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 電 源 部 ７ ０ は 、 第 ２ コ ネ ク タ ６ ０
を 介 し て 陰 極 １ ０ に 負 の 電 圧 を 与 え 、 ま た 、 第 ２ コ ネ ク タ ６ ０ を 介 し て 外 側 ケ ー ス ３ ０ を
接 地 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 信 号 測 定 部 と し て の 電 流 計 ８ ０ は 、 第 １ コ ネ ク タ ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 電 流 部 ８ ０ は
、 第 １ コ ネ ク タ ５ ０ を 介 し て 陽 極 ２ ０ の 電 流 値 を 計 測 し て い る 。 　
　 上 記 陰 極 １ ０ 、 閉 塞 部 １ ５ 、 ３ ３ 、 ３ ４ 、 外 側 ケ ー ス ３ ０ お よ び 導 電 部 ３ ７ 、 ３ ８ は 、
上 述 し た よ う に 導 電 性 を 有 し た 材 料 で 形 成 さ れ 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス や ス テ ン レ ス 合 金 で
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 絶 縁 部 １ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ 、 ４ ０ は 、 無 機 絶 縁 物 と し て 、 例 え ば 高 純 度 ア ル ミ ナ セ ラ
ミ ッ ク ス で 形 成 さ れ て い る 。 図 １ 中 、 陰 極 １ ０ の 両 端 部 付 近 お よ び 外 側 ケ ー ス ３ ０ の 両 端
部 付 近 等 、 丸 で 囲 ん だ 個 所 は 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ を 構 成 す る 部 材 同 士 の 接 合 個 所 で あ る 。
こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 こ れ ら 接 合 個 所 は ろ う 付 け に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 な お 、 こ
れ ら 接 合 個 所 は ろ う 付 け に 限 ら ず 、 例 え ば 溶 接 に よ っ て 接 合 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 上 記 し た ビ ー ム ロ ス モ ニ タ が 加 速 器 施 設 に 設 け ら れ た 場 合 の 使 用 方 法 に つ い て 説
明 す る 。 　
　 加 速 器 施 設 運 転 時 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ の 陰 極 １ ０ に 負 の 第 １ 電 圧 が 与 え ら れ る 。 加 速 器
施 設 運 転 時 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ に 入 射 さ れ る 放 射 線 の 線 量 は 多 い た め 、 陰 極 １ ０ に 、 例 え
ば － ５ ０ ０ Ｖ の 第 １ 電 圧 を 与 え れ ば ロ ス し た ビ ー ム の 有 無 を 検 出 す る こ と が で き る 。 す な
わ ち 、 入 射 さ れ た 放 射 線 に よ り 陽 極 ２ ０ に 電 流 が 流 れ る た め 、 電 流 計 ８ ０ に よ り そ の 電 流
を 計 測 す る こ と で 、 ロ ス し た ビ ー ム の 有 無 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ロ ス し た ビ ー ム を 検 出 し た 場 合 、 そ の 後 、 残 留 放 射 線 の 線 量 が 有 害 レ ベ ル か ど う か 判 断
す る 。 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ に 入 射 さ れ る 残 留 放 射 線 の 線 量 は 少 な い た め 、 陰 極 １ ０ に 、 例 え
ば － ２ ０ ０ ０ Ｖ と 第 １ 電 圧 よ り 電 圧 の 低 い 負 の 第 ２ 電 圧 が 与 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 残 留
放 射 線 を 検 出 す る こ と が で き る 。 上 記 し た こ と か ら 、 残 留 放 射 線 の 線 量 が 有 害 レ ベ ル か ど
う か 判 り 、 そ の 後 の 作 業 の 指 針 を 与 え る 情 報 と な る 。 な お 、 陰 極 １ ０ に 与 え ら れ る 電 圧 Ｖ

Ｃ の 範 囲 は 、 － ３ ０ ０ ０ Ｖ ≦ Ｖ Ｃ ＜ ０ Ｖ で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ビ ー ム ロ ス モ ニ タ に よ れ ば 、 陽 極 ２ ０ は 陰 極 １ ０ 内 部 に 収 容 さ
れ 、 外 側 ケ ー ス ３ ０ は 陰 極 お よ び 陽 極 を 収 容 し て い る 。 こ れ に よ り 、 陽 極 ２ ０ に 電 圧 を 与
え ず に 陰 極 １ ０ に 負 の 電 圧 を 与 え る こ と に よ り ロ ス し た ビ ー ム の 有 無 を 検 出 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 陽 極 ２ ０ に は 電 圧 を 与 え て い な い た め 、 陰 極 １ ０ に 負 の 高 電 圧 を 与 え る こ と
に よ り 線 量 の 少 な い 残 留 放 射 線 も 良 好 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 陰 極 １ ０ は 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 に 収 容 さ れ て い る 。 陰 極 １ ０ に は 電 圧 が 与 え ら れ る が 、
外 側 ケ ー ス ３ ０ は 接 地 さ れ て い る た め 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ 使 用 者 の 感 電 を 防 止 す る こ と が
で き る 。 電 源 部 ７ ０ は 陽 極 ２ ０ に 接 続 さ れ な い た め 、 信 号 測 定 回 路 が 簡 素 化 さ れ る と と も
に 、 電 流 モ ー ド で 測 定 が 可 能 と な る 。 外 側 ケ ー ス ３ ０ は 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 陰 極 １ ０ と 同
軸 的 に 設 け ら れ て い る た め 、 ノ イ ズ に 対 す る シ ー ル ド 機 能 を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 ノ
イ ズ 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 お よ び 陰 極 １ ０ 内 部 に は 、 ア ル ゴ ン ガ ス を ベ ー ス と し た ア ル ゴ ン ガ
ス お よ び 二 酸 化 炭 素 ガ ス の 混 合 ガ ス （ 混 合 ガ ス 全 量 に 対 し １ ％ の 二 酸 化 炭 素 ガ ス ） が 封 入
さ れ て い る 。 こ の た め 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ を 長 期 的 に 使 用 し た 場 合 や 、 高 い 放 射 線 場 で 使
用 し た 場 合 で あ っ て も 、 陽 極 ２ ０ か ら の 出 力 信 号 の 変 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 例 え ば
、 ア ル ゴ ン ガ ス お よ び Ｃ Ｈ ４ ガ ス の 混 合 ガ ス を 封 入 し た ビ ー ム ロ ス モ ニ タ を 長 期 的 に 使 用
し た 場 合 や 、 高 い 放 射 線 場 で 使 用 し た 場 合 、 ガ ス は 放 射 線 に よ り 重 合 さ れ 、 重 合 物 が 陽 極
２ ０ に 付 着 し て し ま う 。 そ し て 、 陽 極 ２ ０ か ら の 出 力 信 号 が 変 化 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 排 気 口 ３ １ は 封 止 切 り さ れ て い る 。 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 の 気 密 性 に 優 れ て い る 。 こ の た
め 、 加 速 器 施 設 に お け る ビ ー ム ロ ス モ ニ タ の 交 換 や 、 再 度 、 ガ ス を 封 入 す る 作 業 を 省 く 、
ま た は 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 封 止 切 り せ ず 排 気 口 ３ １ に バ ル ブ を 設 け た
場 合 、 混 合 ガ ス の 気 密 性 が 悪 く リ ー ク し て し ま う 。 ま た 、 バ ル ブ を 設 け た 場 合 、 バ ル ブ 付
近 で 放 電 が 発 生 す る 場 合 が あ る 。 な お 、 排 気 口 ３ １ を 封 止 切 り し た 場 合 、 放 電 は 発 生 し な
い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ を 構 成 す る 部 材 同 士 の 接 合 個 所 は 、 ろ う 付 け ま た は 溶 接 に よ っ て 接 合
さ れ て い る 。 こ の た め 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ の 気 密 性 を 一 層 高 め る こ と が で き る 。 　
　 上 記 し た こ と か ら 、 加 速 器 施 設 に お け る ビ ー ム ロ ス モ ニ タ の 交 換 や 、 再 度 、 ガ ス を 封 入
す る 作 業 を 省 く こ と が で き 、 ま た は 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 絶 縁 部 １ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ 、 ４ ０ は 、 無 機 絶 縁 物 と し て 、 ア ル ミ ナ セ ラ ミ ッ ク ス で 形 成 さ
れ て い る 。 有 機 物 で は 形 成 さ れ て い な い た め 、 耐 放 射 性 に 優 れ た ビ ー ム ロ ス モ ニ タ を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 お よ び 陰 極 １ ０ 内 部 の 雰 囲 気 を 排 気 す る 際 、 外 側 ケ ー ス ３ ０ 等 を １
０ ０ ℃ な い し ７ ０ ０ ℃ で ベ ー キ ン グ し て い る 。 ベ ー キ ン グ 時 に 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 お よ び
陰 極 １ ０ 内 部 か ら 不 純 ガ ス が 良 好 に 排 出 さ れ る た め 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ 使 用 時 に 外 側 ケ ー
ス 内 部 お よ び 陰 極 内 部 に 排 出 さ れ る 不 純 ガ ス を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ビ ー
ム ロ ス モ ニ タ を 長 期 的 に 使 用 す る こ と が で き る 。 　
　 上 記 し た こ と か ら 、 放 射 線 の 線 量 を 広 域 に 検 出 す る こ と が で き 、 製 品 信 頼 性 の 高 い ビ ー
ム ロ ス モ ニ タ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 こ の 発 明 の 範 囲 内 で 種
々 変 形 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 陰 極 １ ０ は 、 こ の 陰 極 内 部 の 雰 囲 気 を 排
気 し 、 陰 極 内 部 に 混 合 ガ ス を 封 入 す る 排 気 口 １ ６ を 備 え て い て も 良 い 。 こ の 場 合 、 陰 極 １
０ に 通 気 孔 １ １ は 設 け ら れ て い な い 。 排 気 口 １ ６ は 、 陰 極 １ ０ 内 部 に 混 合 ガ ス を 注 入 し た
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後 、 封 止 切 り す れ ば 良 い 。 な お 、 外 側 ケ ー ス ３ ０ 内 部 （ 外 側 ケ ー ス ３ ０ お よ び 陰 極 １ ０ 間
） に は 、 混 合 ガ ス を 封 入 す る 必 要 は 無 く 、 外 側 ケ ー ス 内 部 が 真 空 排 気 さ れ た 状 態 で 排 気 口
３ １ が 封 止 切 り さ れ て い れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 陽 極 ２ ０ の 材 質 は Ｐ ｔ に 限 ら ず 、 Ｐ ｔ ＋ Ｒ ｈ 、 Ｗ 、 Ｗ ＋ Ａ ｕ 、 Ａ ｕ 、 Ｗ ＋ Ｐ ｔ 、 Ｎ ｉ －
Ｃ ｒ で あ っ て も 上 述 し た 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 発 明 は 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ に 限 定
さ れ る こ と な く 、 放 射 線 検 出 器 で あ れ ば 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ビ ー ム ロ ス モ ニ タ の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ビ ー ム ロ ス モ ニ タ の 概 略 構 成 図 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ビ ー ム ロ ス モ ニ タ の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ ０ … 陰 極 、 １ １ … 通 気 孔 、 １ ６ … 排 気 口 、 ２ ０ … 陽 極 、 ３ ０ … 外 側 ケ ー ス 、 ３ １ … 排
気 口 、 ５ ０ … 第 １ コ ネ ク タ 、 ６ ０ … 第 ２ コ ネ ク タ 、 ７ ０ … 電 源 部 、 ８ ０ … 電 流 部 。
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【 図 ３ 】
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